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すること, 第二に装置内の現象, 操作の差異がどの程度動特性に影響するかを考察すること, 第三に物質
移動操作が集中系と分布系でその動特性にどのような対応関係があるかを解明すること, としている｡
第 1編は装置内現象のモデル表示について述べたものである｡
第 2 章では物質移動過程を表現するモデルとして定常二重境膜モデル, マ- プリ効率モデル, 境膜浸透
モデルの三種のモデルを考え, これらを完全混合二流体接触物質移動操作に適用して動特性を理論的に解
析している｡ その結果, 従来多くの研究者が使用しているマ- フリ効率表示によるモデルは動特性の表示
法として全く不合理である事を指摘し, また 〔周波数〕×〔境膜厚さ〕2/〔拡散係数〕が 10~2程度より小さ
い通常の物質移動操作では境膜浸透モデルまで考える必要はなく, 定常二重境膜モデルで充分である事を
明らかにしている｡






として 1 次元拡散モデルを, 集中系表示の代表として完全混合楢列モデルを取りあげ, 組成変動伝達関数
および流量変動伝達関数について考察を行なっている｡ その結果, 両モデルが完全に等価であるのは完全
混合流れと完全押し出し流れの両極端の場合のみであり, 一般には両者を厳密に一致させることができな
いことを示すとともに, 両モデルによる伝達関数の構造は相似であり, 混合度を表わすパラメータ, すな










ら十字流, 向流, 並流に分類し, この接触方式と流型方式の組み合わせにより実際の操作が行なわれてい
ることから, これらの組み合わせの動特性の特徴を考察している｡
まず, 第6章では, 上記の組み合わせに関係しない単一完全混合槽では物質移動現象そのものに基づく
動特性が支配的であるため, その基本的な様相を把捉する意味で, 両流体滞留時間, 総括物質 移 動 単 位












た場合には, 流量変動による組成の伝達関数は, 放散因子が 1 より大きい か小さいかによってその平衡到



















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
プロセス動特性の研究がプロセス制御, プロセス最適化などの目的のために必要欠 くべからざるもので























(5) 精留プロセスの動特性を表わす伝達関数の構造が導かれ, その近似表現の意味が明らかに され て い
る｡
(6) 集中系プロセスと分布系プロセスの動特性の相関関係を一般的に論じ, 同種流体問の動特性を問題に
する場合には両モデルの特性が実用的見地から一致するとみなしうることを示している｡
以上述べたように, 本論文は物質移動操作の動特性を現象論的立場に立って解析し, その特質を把握す
るために行なわれた研究を記述したものであって, 学術上ならびに工業上寄与するところが少なくない｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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